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「亡くなった母が天国から
迎えに来た」
お迎え現象はどれくらいの
患者が経験するのか？

連載 第15回

　「お迎え現象」という言葉を聞いたことが

あるでしょうか？　看取りが近くなった患者

が「亡くなった母が天国から迎えに来た」な

どと言うことがあります。「何を言っている

のよ，縁起でもない」「せん妄では？」など

と片づけてしまいがちですが，もしかしたら

患者にとって死を受容するためのプロセスの

一つなのかもしれません。

　お迎え現象に着目しその言葉を広く知らし

めたのは，我が国の在宅緩和ケアのパイオニ

アである故・岡部健先生でした。岡部先生の

遺言とも言える「お迎え現象の全国的な疫学

調査」が，2014年に多施設遺族調査J-HOPE3

研究の付帯研究として実施されました。

　2014年に実施されたJ-HOPE3研究では，

2,226人（ 一 般 病 棟733人， 緩 和 ケ ア 病 棟

594人，在宅939人）から回答が得られ，全

体では21％（464人）の遺族がそのような

体験があったことを報告しました（図１）。

この時見えていたものは「亡くなった両親」

が67％，「亡くなった兄弟」が24％，「亡く

なった友人・知人」が16％でした。「天国・

あの世・浄土の風景など」を見たという回答

は19％，「川・トンネル・橋などの境界」を

見たという回答は13％でした（表）。

　この患者の体験に対する患者・家族の感情

としては，否定的な感情（怖かった・不安

だった）と感じた患者が19％，家族が22％，

肯定的な感情（安心した・ほっとした）と感

じた患者が24％，家族が12％でした（図２）。

このような現象を体験した家族が，医師や看

護師に求めるケアについて図３に示します。

78％の家族が「非科学的と決め付けず，現

実を受け入れて一緒に考えること」と回答し

ました。このような体験が起こる割合は，高

齢患者や女性の患者で多かったですが，死亡

場所（一般病棟，緩和ケア病棟，自宅）で統

計的に有意な差はありませんでした。また，

このような体験をした患者としなかった患者

で穏やかな死を迎えられたか，Good Death 

Inventoryという尺度で比較した結果は，統

計学的に有意な差は見られませんでした。

　「お迎え現象」はせん妄に似ており，実際

にせん妄を呈している患者も少なくないと思

われます。ただ，多くの臨床家が明らかにせ

ん妄とは思えない患者から同様の発言を聞い

ており，必ずしも全例がせん妄であったと決

め付けることはできないと考えられます。海

外の研究では，多くの患者にとってこのよう

な現象が心地よい体験であったという報告も

ありますが，本研究ではそのような回答は必

ずしも多くはありませんでした。その理由

は，家族が「お迎え現象」だけでなく，死亡
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前の同時期に起こったあまりよくない経験も

思い出したからかもしれないと考察されてい

ます。

　図３で示されたように，家族は患者の体験

について「非科学的と決め付けず，現実を受

け入れて一緒に考えること」を望んでいま

す。この対応は，せん妄を呈する患者に対す

るものと基本的には同様で，「そんなこと（例

えば，故人が枕元に立つなど）はあり得ない」

「単なるせん妄でしょう」といった対応では

なく，患者がどのような体験をしているの

か，その体験を患者・家族がどのようにとら

えているのかをアセスメントし，個別性を重

視した対応をすることが必要と考えられま

す。家族は「患者がおかしくなってしまった」

「死が近いのではないか」などと不安を呈す

ることも少なくないため，家族の訴えを聞く

ことも大切ですし，また，このような現象に

ついて，「非科学的」「医療とは関係ない」と

いう理由から家族は医療者に話すことが少な

いということも心に留めておくとよいと思い

ます。

■あった
（患者が体験したことを家族に
はっきり伝えた）

■あった
（患者ははっきり伝えなかったが，
家族から見てあった）

■なかった
■分からない

16％ 16％
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63％

《図１》故人やあの世を見た体験の有無

非科学的と決めつけず，
現象を受け入れて
一緒に考える

患者が苦しんでいる場合，
安定剤などで

苦しまないようにする

僧侶や牧師など宗教家に
相談できたり，会えたり
するように調整する

24 54 18

23 60 12

5 21 66
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※図の合計が100％にならないのは，欠損値があることによる

《図３》家族が医師や看護師に求めるケア
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《表》見えていたもの

患者の体験に対する家族の認識

患者

家族

６％ 18％ 40％ 15％ 14％

５％ 20％ 24％ 12％ 33％

６％ 29％ 23％ 11％ 24％

８％ 30％ 27％ 14％ 16％

３％９％ 34％ 17％ 28％

■とてもそう思った　■そう思った　■どちらとも言えない
■あまりそう思わない　■全くそう思わない

■とてもそう思った　■そう思った　■どちらとも言えない
■あまりそう思わない　■全くそう思わない

体験したことに対する患者・家族の感情
肯定的な感情（安心した・ほっとした）

患者

家族

５％ 14％ 27％ 22％ 26％

６％ 16％ 19％ 20％ 32％

否定的な感情（怖かった・不安だった）

薬による
幻覚だと思った

病気の進行による
幻覚だと思った

あの世から
お迎えが来ている

自然なことだと思った

※図の合計が100％にならないのは，欠損値があることによる

《図２》故人やあの世を見た体験に対する
　認識・感情

87オンコロジーナース  Vol.10 No.3


